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　港南は初回、佐藤隆の立ち
上がりを攻め、犬塚の左越二
塁打後土門にも左中間二塁打
が出てあっさり先制点。その
裏浜友は三橋の三塁失策を足
がかりに、持丸の四球後、中
路が右翼線適時打と持丸の好
走塁で逆転。浜友は３回にも
水品の四球後ワイルドピッチ
を挟み三橋の遊撃失後の守備
の乱れから点差を広げた。こ
れに対して港南は土門の遊撃
強襲安打、尾野が右翼線二塁
打、早川が左翼線へ２点適時
打で同点。早川はその後投手
として５、６回を１安打のみ
で完封。浜友持丸も１安打の
ピッチングで引き分けに持ち
込んだ。試合としては港南が
８安打、浜友の３安打と港南
が優位に見えたが、両チーム
とも課題を残しながらも、緊
迫した好ゲームであった。
（浜風：栗原）

第2週3月9日（晴れ）　南農協グランドリーグ戦

第1試合【1回戦】両ﾁｰﾑ1分

26年の初戦はﾄﾞﾛｰ

浜友新人早川 投打に大活躍

第2試合【1回戦】港1勝

松尾 4安打は幻となるも

3安打4盗塁といきなり爆発

　初回港は先頭松尾が左前打
で出塁するとすかさず盗塁、
続く敵失、四球、犠飛などで
２点を先制。その後は先発の
港関根、浜風大川とも安定し
た投球を見せ、４回まで緊迫
した展開となる。５回港は浜
風２番手、今シーズン復帰の
鈴木謙をつかまえる。２四球
で作ったチャンスに丸山の左
前適時打、松尾の中前適時打
（ただし二塁封殺で記録はセ
ンターゴロ）、与儀の左中間
適時二塁打などで４点を追加
する。その裏浜風は港２番手
与儀をとらえ伊藤重の適時打
でようやく１点を返すが、港
は６回弘中、内藤の適時打、
松尾のこの日３本目の安打、
四方田の適時打などで５点を
あげて勝負あり。浜風は最終
回、遠藤がバッテリーの隙を
突くディレイドホームスチー
ルを決めるが大量失点が響き
完敗。港松尾は開幕から３安
打の猛打賞。中前適時打の二
塁封殺がなければ４打数４安
打であり、今シーズン大爆発
の予感。(浜友：森田)

爆発疲れで寝てしま
いましたねえ。大活
躍でした。

松尾

３安打猛打賞

　松尾　大（港）

(2) (2) (1) (3) (0) (1) 計 安打

港南 1 0 0 2 0 0 3 (9)

浜友 2 0 1 0 0 0 3 (3)
(1) (0) (0) (1) (1) (0)

二塁打: 犬塚・土門・尾野・早川（港南）

(1) (0) (1) (0) (2) (4) 計 安打

港 2 0 0 0 4 5 11 (8)

浜風 0 0 0 0 1 2 3 (6)
(1) (2) (1) (0) (1) (1)

勝 関根 1勝

敗 大川 1敗

ＭＶＰ: 松尾
二塁打: 与儀（港）・遠藤（浜風）

守 氏名 守 氏名

6 三橋 2 .000 2 犬塚 3 1 .333

9 森田 1 .000 3 高橋信 3 1 .333

5 持丸 2 .000 6 土門 3 2 1 .667

3 中路 2 1 1 .500 8 尾野 3 1 .333

7 中塚 2 1 .500 1 川崎 2 .000

2 河村 2 .000 5 早川 2 2 2 1.00

8 山田 1 .000 7 佐藤満 2 .000

D 原田 2 .000 4 舘 2 1 .500

4 窪田 2 1 .500 9 丸木 2 .000

D 小林孝 2 .000 D 有馬 2 .000

1 佐藤隆 1 .000 D 玉木 1 .000

D 水品 1 .000 D 西岸 2 1 .500

D 市川 1 .000

21 3 1 .143 27 9 3 .333
※守備位置はスタート時
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佐藤隆 4 8 3 川崎 4 2 3 2 3

持丸 2 1 1 1 早川 2 1 5 1
チーム計 6 9 1 1 3 チーム計 6 3 8 3 3
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守 氏名 守 氏名

6 伊藤重 3 1 1 .333 6 松尾 4 3 1 .750

7 栗原 3 1 .333 7 四方田 3 1 2 .333

3 遠藤 2 1 .500 5 与儀 4 1 2 .250

8 伊藤慎 2 .000 2 尾嶋 2 .000

2 徳村 3 1 .333 1 関根 3 .000

1 大川 3 1 .000 3 大西 1

4 福島 3 2 .667 8 弘中 3 1 1 .333

5 鈴木謙 2 .000 9 小松 1 .000

D 茜屋 1 .000 4 富岡 3 1 .000

9 時長 1 .000 D 内藤 2 1 1 .500

D 丸山 2 1 1 .500

D 久保田

23 6 2 .261 27 8 10 .296
※守備位置はスタート時
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大川 4 2 2 2 関根 4 4 2 2

鈴木謙 1 3 5 6 与儀 2 2 3 1 3

伊藤重 1 3 1 3
チーム計 6 8 8 11 チーム計 6 6 5 3 3
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　開幕戦第3試合は前年度優
勝の浜翔と新監督高須賀就任
の湘南との一戦となった。初
回浜翔は１死後渡部、石川伸
が安打四球に盗塁を絡め１死
二・三塁のチャンス。ここで
前年ＭＶＰの吉田信が今年も
任せろとばかりに二塁手後方
にポトリと落とす技あり？の
先制２点適時打。浜翔は敵失
で更に１点を追加し初回３点
をあげる。その裏湘南、後藤
の左中間二塁打で反撃かと思
われたが、高橋鉄の絶妙の牽
制にタッチアウト！微妙な判
定だったが菅四球、斉藤茂安
打と続いただけに惜しまれる
プレーだった。二回からは今
年も新球を編み出し奪三振王
を狙う湘南石川光が好投。強
打浜翔から四回までに６三振
を奪う。湘南は三回秋葉、高
須賀、連打のチャンスに後藤
が２本目の二塁打で１点を返
すが４回からリリーフの渡部
が後藤の三本目二塁打以外は
無安打に抑える好投で初回の
３点を守り切った。今年も強
い浜翔だが石川光の好投、後
藤の投打の活躍と湘南の今後
も楽しみだ。
(港：松尾)

第3試合【1回戦】浜翔1勝
後藤 3二塁打の活躍も及ばず

渡部 無四球完封でMVP

投打の活躍でした。
特に無四球完封はお
見事でした。

渡部

新会長のリーグ戦開始の挨拶

(2) (1) (0) (0) (1) (0) 計 安打

浜翔 3 0 0 0 0 0 3 (4)

湘南 0 0 1 0 0 0 1 (7)
(2) (1) (3) (0) (0) (1)

勝 高橋 1勝

Ｓ 渡部 1Ｓ

敗 石川光 1敗

ＭＶＰ: 渡部 V打点： 吉田信
二塁打: 後藤③（湘南）

守 氏名 守 氏名

7 後藤 3 3 1 1.00 2 磯 3 1 .333

8 菅 1 .000 5 渡部 3 1 .333

6 斉藤茂 3 1 .333 6 石川伸 2 .000

1 石川光 2 .000 4 吉田信 2 1 2 .500

3 安藤修 2 .000 7 西村 3 .000

2 斉藤敏 2 .000 1 高橋鉄 3 .000

D 青山 2 1 .500 3 岡崎 2 .000

5 植木洋 2 .000 8 近藤 3 .000

4 中村 2 .000 9 脇坂 2 1 .500

9 西川 2 .000 D 猿橋 1 .000

D 秋葉 2 1 .500

D 高須賀 2 1 .500

25 7 1 .280 24 4 2 .167
※守備位置はスタート時
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【新入部員紹介①－港南/早川氏】

　背 番 号　：　29　 Q.入部のきっかけは？

　名　　前　：　早川　徹 　木原氏の紹介 / 施設野球
　カ　　ナ　：　ハヤカワ　トオル Q.野球経験は？

　住　　所　：　茅ヶ崎市赤羽根 　学生時代は経験無し
　電話　自　： 0467-52-7066 　社会人から草野球を
　電話　携　： 080-6579-6231 Q.フォーティーズの印象は
　生年月日　：　S33.7.2 　皆さん元気で羨ましい
　出 身 地　：　東京都 Q.ルーキーイヤーの抱負を　
　職　　業　：　公務員 　何しろ頑張ります
　趣　　味　：　ゴルフ

みなさんよろしくお願いします！ 　　　　　

●▲◆　お知らせ　◆▲●

石川光 4 3 2 6 3 高橋鉄 3 6 2 1

後藤 2 1 2 渡部 3 1 1
チーム計 6 4 4 6 3 チーム計 6 7 2 1 1
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